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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲートラインと、該ゲートラインに交差する複数のデータラインと、前記各ゲー
トラインとデータラインの交点に形成された画素からなる液晶パネルと、
　外部のグラフィックソースから提供される画像データと同期信号を受信して前記液晶パ
ネルの駆動に必要な制御信号を生成し、前記画像データのフォーマットを変換させるタイ
ミング制御部と、
　前記液晶パネルの駆動に必要な階調電圧とゲート電圧を生成する電圧発生部と
　前記ゲート電圧を利用して液晶パネルのゲートラインを１水平走査期間単位で順次に駆
動するゲート駆動部と、
　前記液晶パネル上のデータライン別に前記タイミング制御部の画像データに対応する階
調電圧を選択し、前記選択された電圧を１水平走査期間内の所定期間に前記液晶パネル上
の各データラインに印加するマスターデータ駆動部と、
　以前の水平走査期間内に前記データラインに印加された画像データ電圧を保存し、前記
保存された電圧の極性を反転させた後、前記水平走査期間のプリチャージ期間内に前記液
晶パネル上のデータラインに前記極性反転された電圧をプリチャージ電圧として印加する
スレーブデータ駆動部と、
を含む液晶表示装置。
【請求項２】
　前記マスターデータ駆動部と前記スレーブデータ駆動部は前記液晶パネルの上下に各々
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配置され、１水平走査期間のプリチャージ期間には前記スレーブデータ駆動部が前記液晶
パネル上のデータラインにプリチャージ電圧を印加し、１水平走査期間の残りの期間には
前記マスターデータ駆動部が画像データ電圧を前記液晶パネル上のデータラインに印加す
る、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記スレーブデータ駆動部は、
　以前の水平走査期間内に前記データラインに印加された画像データ電圧を保存するため
の保存部と、
　該保存部で保存されたデータライン電圧の極性を反転させた後、現在の水平走査期間の
プリチャージ期間内に前記極性が反転された電圧をプリチャージ電圧として前記データラ
インに印加する反転駆動部を有する複数の駆動回路とを含み、
　該各駆動回路はデータライン別に具備される、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記保存部は
　データラインの画像データ電圧を保存するためのキャパシターと、
　該キャパシターと前記データラインとの間に連結されて水平走査期間中データラインに
画像データ電圧が印加される期間内にターンオンされるスイッチング素子と、
　前記キャパシターに保存された電圧を伝達するボルテージ・フォロワー回路と、
　を含む、請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記反転駆動部は
　前記保存部に保存された画像データ電圧の極性を反転させ、所定の極性反転の基準電圧
と前記極性が反転された画像データ電圧とを合せる演算増幅器と、
　該演算増幅器の出力端と前記データラインとの間に連結され、１水平走査期間のプリチ
ャージ期間内にターンオンされるスイッチング素子と、
を含む、請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記極性反転の基準電圧は共通電極電圧である、請求項５に記載の液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は反転表示方式の液晶駆動（画素充電）速度向上のためマスター－スレーブ（ma
ster-slave）駆動方式を適用した液晶表示装置に関し、さらに詳しくは液晶パネルにマス
ターデータ駆動部とスレーブデータ駆動部を具備しており、前記スレーブデータ駆動部に
よって液晶パネル上の画素を予め充電した後、前記マスターデータ駆動部によって実際に
表示しようとする画像データ電圧を画素に充電するように、前記液晶パネルを駆動する液
晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来は、それぞれの走査線を連続する複数の水平走査期間にわたって選択状態としてプ
リチャージのみを行うダミーの水平走査期間を設ける。あるいは、それぞれの走査線を信
号電圧極性が同一で最近接の複数の水平走査期間にわたって選択状態とすることにより、
画素への実効的な充電時間を延長し、かつ、プリチャージ期間や充電負荷の差に起因する
走査線ごとの充電むらをなくして、均一な表示を行う。また、信号電圧極性反転のタイミ
ングを固定して駆動回路を簡略化したり、信号極性反転のタイミングを所定のパターンで
移動させてさらに均一性を向上させることもできるという例が公開されている（例えば、
特許文献１参照。）。 
【０００３】
　また、液晶ドライバの出力アンプ回路において、所定の階調電圧を増幅して出力するア
ンプ回路と所定の階調電圧を１倍にバッファして出力するアンプ回路に切り換える手段を
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設け、水平期間の一定期間は前記増幅出力、他の期間はバッファ出力で液晶パネルを駆動
する。また、表示データにより増幅して出力する階調電圧かを判定するプリチャージ制御
回路を設けるようにしているものもある（例えば、特許文献２参照。）。
【０００４】
　液晶表示装置の液晶パネルはマトリクス形態に配列された画素パターンが形成されてい
る基板とそれに対向する基板からなる。前記二枚の基板の間には異方性誘電率を有する液
晶物質が注入される。前記二枚の基板の間には電界が印加され、この電界の強さを調節す
ることによって基板を透過する光の量が制御され、所望の画像（image）に対する表示が
行われる。また、液晶の劣化を軽減するため、液晶に印加される電界の極性を走査線毎、
フィールド毎、またはフレーム毎に反転させることが普通である。
【０００５】
　一方、表示装置の画面が大型化して解像度が高まっているため、液晶パネルに画像デー
タを短時間記録するためのデータ駆動部を液晶パネルの上下に配置するデュアル駆動（du
al drive）方式が採択されている。前記デュアル駆動方式の液晶表示装置では液晶パネル
の上下に具備されたデータ駆動部によって画像データが液晶パネルに供給されて画像表示
が行われる。しかし、上下に配置されたデータ駆動部には画像データとパネルの駆動に必
要な制御信号が供給されなければならないので、周辺回路を実装するための印刷回路基板
が液晶パネルの上下に具備されなければならない。大画面及び高解像度の液晶表示装置で
はこのような印刷回路基板が占める面積が大きいだけでなく、印刷回路基板に実装される
回路部品による費用上昇も問題になる。
【０００６】
　マスター－スレーブ駆動方式の液晶表示装置はこのような技術的背景に鑑み採用された
。つまり、前記マスター－スレーブ駆動方式は液晶パネルの上下にデータ駆動部を配置す
る点では前記デュアル駆動方式と同一であるが、上下のデータ駆動部の機能が同一でなく
、例えば、スレーブデータ駆動部はデータラインの画素をプリチャージ（precharge）し
、且つマスターデータ駆動部は元来印加しようとする画像データをデータラインに印加す
るという点で前記デュアル駆動方式とは異なる。より具体的に、スレーブデータ駆動部は
単純に液晶パネルの任意のデータラインを１水平走査期間中一部の時間の間に予め設定し
た特定レベルの電圧で駆動し、次に、１水平走査期間の残りの時間の間にマスターデータ
駆動部が前記データラインを元来表示しようとする画像データ電圧で駆動する。つまり、
スレーブデータ駆動部は予め設定した電圧を水平走査期間中一部の時間にだけデータライ
ンに単純に印加すればいいので、その機能及び構造が非常に単純になる。したがって、前
記マスター－スレーブ駆動方式はスレーブデータ駆動部のための印刷回路基板を必要とせ
ず、ＳＯＧ（Silicon On Glass）方式によって前記スレーブデータ駆動部を液晶パネル上
に配置することも可能となる。
【０００７】
　図１にはマスター－スレーブ駆動方式が適用される液晶表示装置の任意のデータライン
電圧の波形が示されている。
【０００８】
　前記図１を参照すれば、１水平走査期間中区間Iではスレーブデータ駆動部によって予
め設定された電圧（Vpr（n））がデータラインに印加され、区間IIでは元来表示しようと
した画像情報を含むデータ電圧が印加される。図１の電圧波形はドット反転方式である場
合を仮定したものである。つまり、１ゲートライン単位でデータラインに印加される電圧
が共通電極電圧を基準として高レベルまたは低レベルに反転され、これを極性反転と呼ん
でいる。したがって、スレーブデータ駆動部によって予め設定される電圧も正極性と負極
性に各々適用される２レベルを必要とする。前記スレーブデータ駆動部で予め設定される
電圧はデータ電圧の範囲を考慮して実験的に得られた特定値である。
【０００９】
　しかし、先に説明したマスター－スレーブ駆動方式ではスレーブデータ駆動部が特定レ
ベルの電圧で液晶パネルのデータラインを予め駆動するので、前記区間IIで元来表示しよ
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うとする画像情報を含むデータ電圧と前記特定レベルの電圧はその値に大きな差が生じ得
る。したがって、各画素ではスレーブデータ駆動部によって加えられた電圧が前記差電圧
の程度によって大きく増加または減少しなければならない。これは高解像度の液晶表示装
置で各画素が十分に駆動できない問題を引き起こす。つまり、解像度が増加して１画素を
駆動する時間が減少する時、スレーブデータ駆動部によって予め充電された電圧を目標レ
ベルに変化させるのに時間がかかるので、元来表示しようとする画像情報を駆動する時間
が減少する。
【特許文献１】特開２００１－ ０５１２５２号公報
【特許文献２】特開２００１－１２５５４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は前記ような技術的背景下で従来の技術的問題を解決するためのものである。水
平走査期間毎に極性反転する装置では、スレーブデータ駆動部が任意のデータラインを駆
動することにおいて、隣接したラインの画素間では画像データ電圧の変化が非常に小さい
という性質を利用して１水平走査期間前に前記データラインに印加された電圧を保存した
後、その電圧の極性だけを反転させて前記データラインに印加することにより、マスター
－スレーブ駆動方式におけるプリチャージ電圧と元来表示しようとした画像データ電圧と
の間の電圧差を減少させることができる液晶表示装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の液晶表示装置は、複数のゲートラインと、該ゲートラインに交差する複数のデ
ータラインと、前記各ゲートラインと前記データラインの交点に形成された画素からなる
液晶パネルと、外部のグラフィックソースから提供される画像データと同期信号を受信し
て前記液晶パネルの駆動に必要な制御信号を生成し、前記画像データのフォーマットを変
換させるタイミング制御部と、前記液晶パネルの駆動に必要な階調電圧とゲート電圧を生
成する電圧発生部と、前記ゲート電圧を利用して液晶パネルのゲートラインを１水平走査
期間単位で順次に駆動するゲート駆動部と、前記液晶パネル上のデータライン別に前記タ
イミング制御部の画像データに対応する階調電圧を選択し、前記選択された電圧を１水平
走査期間内の所定期間に前記液晶パネル上の各データラインに印加するマスターデータ駆
動部と、以前の水平走査期間内に前記データラインに印加された画像データ電圧を保存し
、前記保存された電圧の極性を反転させた後、前記水平走査期間のプリチャージ期間内に
前記液晶パネル上のデータラインに前記極性反転された電圧をプリチャージ電圧として印
加するスレーブデータ駆動部とを含むことを特徴とする。
【００１２】
　前記スレーブデータ駆動部は、以前の水平走査期間内に前記データラインに印加された
画像データ電圧を保存するための保存部と、前記保存部で保存されたデータライン電圧の
極性を反転させた後、現在の水平走査期間のプリチャージ期間内に前記極性が反転された
電圧をプリチャージ電圧として前記データラインに印加する反転駆動部で構成された複数
の駆動回路を含み、前記各駆動回路はデータライン別に具備されている。
【００１３】
　前記液晶表示装置では、前記スレーブデータ駆動部が１水平走査期間前に前記マスター
データ駆動部がデータラインに印加した電圧を保存していて、この電圧の極性を変えた後
、その次の水平走査期間のプリチャージ電圧でデータラインに印加するという点を特徴と
する。通常、任意のゲートラインに連結された画素とその次の隣接したゲートラインに連
結された画素の間にはその画像データ（電圧の大きさ）の変化がほとんどないので、１水
平走査期間前の画像データを極性反転して、その次の水平走査期間のプリチャージ電圧と
して使用すれば、プリチャージ電圧と元来表示しようとした画像データの間の差の大きさ
は減少する。
【００１４】



(5) JP 4378125 B2 2009.12.2

10

20

30

40

50

　前記に説明した本発明の目的、技術的構成及びその効果は下記の実施例の説明を通じて
より明らかになる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の液晶表示装置は、１水平走査期間前にデータラインに印加された電圧を保存し
た後、その電圧の極性だけを反転させて前記データラインに印加することによりマスター
－スレーブ駆動時にプリチャージ電圧と元来表示しようとした画像データ電圧の間の電圧
変化を減少させることができ、結果的に、液晶表示装置の充電特性を向上させることがで
きるという利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　添付した図面を参照して本発明の実施例について本発明の属する技術分野における通常
の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明は多様な形
態で実現することができ、ここで説明する実施例に限られるわけではない。
【００１７】
　次に、本発明の実施例による液晶表示装置及びその駆動方法について図面を参照して詳
細に説明する。
【００１８】
　図２には本発明による液晶表示装置の全体構成が示されている。
【００１９】
　前記図２に示されているように、本発明による液晶表示装置は液晶パネル１０と、ゲー
ト駆動部２０と、マスターデータ駆動部３０と、スレーブデータ駆動部４０と、タイミン
グ制御部５０と電圧発生部６０とを含む。
【００２０】
　前記液晶パネル１０は複数のゲートラインと、該ゲートラインに垂直に交差する複数の
データラインと、前記各ゲートラインとデータラインの交点に形成された画素を含み、該
画素はマトリクス形式で配置されている。前記各画素はゲートラインとデータラインにゲ
ート電極とソース電極が各々連結される薄膜トランジスタ（図示せず）と、該薄膜トラン
ジスタのドレーン電極に連結される画素キャパシター（図示せず）及びストレージキャパ
シター（storage capacitor）（図示せず）を含む。このような画素構造ではゲート駆動
部２０によって該当ゲートラインにゲートオン電圧がパルス形態で印加されると、前記ゲ
ートラインに連結された画素の薄膜トランジスタがターンオンし、次いで前記スレーブデ
ータ駆動部４０によって各データラインにプリチャージ電圧が印加され、順次に、前記マ
スターデータ駆動部３０によって各データラインに画素情報を含む電圧が印加される。こ
の電圧は該当画素の薄膜トランジスタを経て画素キャパシターと維持キャパシターに印加
されて、これらキャパシターが充電されることによって所定の表示動作が行なわれる。
【００２１】
　本発明の液晶表示装置では前記スレーブデータ駆動部４０が、１水平走査期間前に前記
マスターデータ駆動部３０によりデータラインに印加された電圧を保存して、この電圧の
極性を変えた後、（極性反転駆動方式が適用される場合を仮定している）、水平走査期間
のプリチャージ電圧でデータラインに印加するということに特徴がある。通常、任意のゲ
ートラインに連結された画素とその次の隣接したゲートラインに連結された画素の間には
その画像データの変化がほとんどないので、１水平走査期間前の画像データを極性反転し
て、その次の水平走査期間のプリチャージ電圧として使用すれば、プリチャージ電圧と元
来表示しようとした画像データの間の差が大きく減少する。これはプリチャージ電圧で元
来表示しようとした画像データ電圧に変化する時間を短縮させ、これにより、液晶駆動時
間が減少し、液晶充電特性が向上する。
【００２２】
　前記タイミング制御部５０は外部のグラフィックソース（graphic source、図示せず）
から入力されるＲＧＢ画像データ（RGB Data）、同期信号（Sync）の提供を受けて、前記
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マスターデータ駆動部３０に合うように前記ＲＧＢ画像データ（RGB Data）のデータフォ
ーマット（format）を変換し、前記液晶パネル１０の駆動のためにゲート駆動部２０と、
マスター及びスレーブデータ駆動部３０、４０で必要とする制御信号群（ＣOUT、SW）を
生成して出力させる。
【００２３】
　前記電圧発生部６０は液晶パネル１０のデータラインとゲートラインに実際に印加する
ための電圧である階調電圧（Vgray）とゲートオン／オフ電圧（Vgate）を生成して出力さ
せる。前記階調電圧（Vgray）は複数の電圧レベルを有し、前記マスターデータ駆動部３
０に伝送される。前記マスターデータ駆動部３０は前記タイミング制御部５０から提供さ
れたＲＧＢ画像データによって前記階調電圧（Vgray）を選択し、この選択された電圧で
液晶パネル１０を駆動する。また、前記ゲート駆動部２０は前記ゲートオン／オフ電圧（
Vgate）で液晶パネル１０を駆動し、ゲートオン電圧をゲートラインに順次に印加するこ
とによって各ゲートラインに連結された画素を１水平走査期間単位に選択する。
【００２４】
　前記マスターデータ駆動部３０は複数のデータ駆動ＩＣ（data driver IC）からなる。
前記マスターデータ駆動部３０は前記タイミング制御部５０から供給されるＲＧＢ画像デ
ータを順次にラッチ（latch）させて点順次方式のデータ配列を線順次方式に変え、各画
像データに対応する階調電圧を選択して並列的に配列した後、この電圧を画像データ電圧
として液晶パネル１０上の各データラインに同時に印加する。
【００２５】
　前記スレーブデータ駆動部４０は前記液晶パネル１０上のデータラインごとに一対一に
対応するように具備された複数の駆動回路からなり、各駆動回路の構造は図３に示されて
いる。既述したように、前記スレーブデータ駆動部４０は１水平走査期間前にデータライ
ンに印加された画像データを保存しており、極性反転駆動方式が適用される場合、前記保
存された画像データの極性を反転させた後、該当データラインに再び印加する。
【００２６】
　マスターデータ駆動部３０とスレーブデータ駆動部４０は、例えば図２に示すように液
晶パネル１０の上下に各々配置される。そして、１水平走査期間のプリチャージ期間には
スレーブデータ駆動部４０が液晶パネル１０上のデータラインにプリチャージ電圧を印加
し、１水平走査期間の残りの期間にはマスターデータ駆動部３０が画像データ電圧を液晶
パネル１０上のデータラインに印加する。
【００２７】
　次に、図３及び図４を参照して本発明の液晶表示装置に適用されるスレーブデータ駆動
部の駆動回路について説明する。
【００２８】
　図３には前記図２のスレーブデータ駆動部４０を構成する駆動回路の一例が示されてお
り、図４には前記図３の各ノード及びスイッチング信号の波形が示されている。
【００２９】
　前記図３の駆動回路は液晶パネル１０上の各データラインごとに一つずつ具備されてい
る。前記駆動回路は直前水平走査期間内にデータラインに印加された画像データ電圧を保
存するためのキャパシター（Ｃｓ）、データラインと前記キャパシターの間に連結された
スイッチング素子（ＳＷ２）、反転入力端（－）と出力端が互いに連結されて、非反転入
力端（+）は前記キャパシター（Ｃｓ）とスイッチング素子（ＳＷ２）の接点に連結され
るように構成された演算増幅器（ＯＰ１）、非反転入力端（+）に共通電極電圧（Ｖｃｏ
ｍ）が連結されて反転入力端（－）と出力端が抵抗（Ｒ２）を通じて連結されるように構
成された演算増幅器（ＯＰ２）、前記演算増幅器（ＯＰ１）の出力端と前記演算増幅器（
ＯＰ２）の反転入力端（－）の間に連結された抵抗（Ｒ１）、前記演算増幅器（ＯＰ２）
の出力端と前記データラインの間に連結されたスイッチング素子（ＳＷ１）を含む。
【００３０】
　演算増幅器（ＯＰ１）は出力端と反転入力端が接続されているので、ボルテージ・フォ
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ロワー（voltage follower）を構成し、一種のバッファー（buffer）として動作して非反
転入力端の電圧を出力端に伝達する。演算増幅器（ＯＰ２）は一般的な加算器（adder）
として動作し、反転入力端（－）に印加されるキャパシター電圧の極性を反転させた後、
前記反転された電圧を非反転入力端（+）に印加される共通電極電圧と合せて極性反転画
像電圧を形成し出力端に提供する。
【００３１】
　スイッチング素子（ＳＷ１、ＳＷ２）はタイミング制御部５０で提供される制御信号（
ＳＷ）によりそのスイッチング状態が制御され、１水平走査期間のうち所定のプリチャー
ジ期間内にはスイッチング素子（ＳＷ１）がターンオンされ、残りの期間内にはスイッチ
ング素子（ＳＷ２）がターンオンされる。つまり、二つのスイッチング素子（ＳＷ１、Ｓ
Ｗ２）は互いに交互にターンオンされる。
【００３２】
　図４の波形図を参照すれば、１水平走査期間のプリチャージ期間が始まる前には、前記
スイッチング素子（ＳＷ１）がオフの状態であり、前記スイッチング素子（ＳＷ２）がオ
ン状態である。この時には前記マスターデータ駆動部３０によって直前の水平走査期間の
画像データ電圧が前記データラインに印加される。これと同時に、スイッチング素子（Ｓ
Ｗ２）がオン状態であるので、前記データライン電圧はキャパシター（Ｃｓ）に充電され
る。図４でノードＣの電圧△Ｖｄは直前水平走査期間のデータラインに印加された画像デ
ータ電圧を示す。前記演算増幅器（ＯＰ１）の出力端であるノードＡの電圧は前記キャパ
シター（Ｃｓ）に充電された電圧がそのまま現れる。前記ノードＡの電圧は演算増幅器（
ＯＰ２）によって反転された後、共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）と合わせられて演算増幅器（
ＯＰ２）の出力端であるノードＢに現れる。しかし、スイッチング素子（ＳＷ１）がオフ
の状態であるので、前記ノードＢの電圧はデータラインに伝達されない。
【００３３】
　一方、前記演算増幅器（ＯＰ２）では共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）と反転されたデータ電
圧が加え合されるが、これは極性反転が共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）を基準に行われる場合
を仮定したものである。つまり、前記演算増幅器（ＯＰ２）の非反転入力端に連結される
バイアス電圧は極性反転の基準電圧であり、本発明の技術的範囲は共通電極電圧を基準に
極性反転をする場合だけでなく、他の基準電圧が適用される場合も含んでいる。
【００３４】
　次に、次の水平走査期間が始まる。水平走査期間の最初段階はプリチャージ期間であり
、この場合には前記スイッチング素子（ＳＷ１）がターンオンされて前記スイッチング素
子（ＳＷ２）がターンオフされる。したがって、ノードＢの電圧がノードＣを経てデータ
ラインに印加される。つまり、直前の水平走査期間内にデータラインに印加された電圧が
現在の水平走査期間のプリチャージ期間内にプリチャージ電圧として使用される。
【００３５】
　前記プリチャージ期間が完了すれば、スイッチング素子（ＳＷ１）はターンオフされ、
前記スイッチング素子（ＳＷ２）はターンオンされる。この場合には、前記マスターデー
タ駆動部３０で画像データ電圧が前記データラインに印加され、前記データラインの電圧
は既述したようにスイッチング素子（ＳＷ２）のターンオンによってキャパシター（Ｃｓ
）に充電される。
【００３６】
　図４のノードＣ電圧の波形を参照すれば、プリチャージ期間内に直前水平走査期間にデ
ータラインに印加された電圧でプリチャージが行なわれ、液晶画素に充電される電圧の変
化が従来に比べてはるかに減少したことが分かる。ここで、従来の電圧変化は、破線で示
されている。従来は特定レベルのプリチャージ電圧が使用されたために、充電しようとす
る画像データ電圧とプリチャージ電圧の間に大きな差が発生する場合があり、本発明の液
晶表示装置はこのような問題点を解決することができる。隣接したゲートラインに連結さ
れた画素に印加される画像データ電圧はその変化が非常に小さいために、１水平走査期間
前の画像データ電圧を極性反転して、現在の水平走査期間のプリチャージ電圧として使用
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減少することができる。
【００３７】
　一方、本発明の液晶表示装置に適用されるスレーブデータ駆動回路は精密なプリチャー
ジ電圧の制御を必要としないので、設計が容易であり、また工程マージンも増加する。し
たがって、従来のスレーブデータ駆動回路に比べて大きく部品費用を上昇させることがな
く、充電特性改善の効果は非常に大きい。
【００３８】
　前記のように、本発明の好ましい実施例について詳細に説明したが、本発明の権利範囲
はこれに限られず、前記請求範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の多
様な変形及び改良形態もまた本発明の権利範囲に属する。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】マスター－スレーブ駆動方式が適用される一般的な液晶表示装置のデータライン
電圧波形を示した図面である。
【図２】本発明による液晶表示装置の全体構成を示した図面である。
【図３】前記図２に示したスレーブデータ駆動部に適用される駆動回路の一例を示した図
面である。
【図４】前記図３の回路で各信号の波形を示した図面である。
【符号の説明】
【００４０】
１０:液晶パネル
２０:ゲート駆動部
３０:マスターデータ駆動部
４０:スレーブデータ駆動部
５０:タイミング制御部
６０:電圧発生部
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